
JP 4498302 B2 2010.7.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホイール式作業機械の運転室に備えられ、前記ホイール式作業機械の状態を画面表示す
る表示部と、前記ホイール式作業機械の各部の状態を検出し、その状態を出力信号として
出力する検出部と、前記出力信号を受信し、受信された前記出力信号に応じて前記表示部
に表示される画面を制御する制御部とを備えたホイール式作業機械の表示装置において、
　前記検出部は、前記ホイール式作業機械が走行状態にあるか否か、及び作業状態にある
か否かを検出し、
　前記制御部は、前記検出部によって検出される前記ホイール式作業機械の走行状態又は
非走行状態並びに作業状態又は非作業状態に基づき、前記表示部にタコメータ表示画面を
含む複数の表示画面を表示する基本画面と、前記基本画面に表示される表示画面とは異な
る作業状態表示画面を含む複数の表示画面を表示する作業表示画面とを選択的に表示する
と共に、前記表示部に前記基本画面又は前記作業表示画面が表示されているときに、前記
走行状態に切り換えられていないと判定した場合には、前記基本画面又は前記作業表示画
面に走行速度表示画面を表示せず、前記表示部に前記基本画面が表示されているときに、
前記走行状態に切り換えられたと判定した場合には、前記基本画面に表示されている複数
の表示画面のうちの一部を、それと同種の形式で表示される走行速度表示画面に切り換え
ることを特徴とするホイール式作業機械の表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のホイール式作業機械の表示装置において、
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　前記制御部は、前記表示部に前記基本画面又は前記作業表示画面が表示されているとき
に、前記走行状態に切り換えられていないと判定した場合には、前記基本画面又は前記作
業表示画面に走行速度表示画面を表示せず、前記走行状態に切り換えられたと判定した場
合には、前記基本画面又は前記作業表示画面に表示されている複数の表示画面のうちの一
部を、それと同種の形式で表示される走行速度表示画面に切り換えることを特徴とするホ
イール式作業機械の表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載のホイール式作業機械の表示装置において、
　前記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定した場合、
前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられていないと判定した場合に前記表示部
に表示されていた前記基本画面中のタコメータ表示画面を、走行速度表示画面に切り換え
ることを特徴とするホイール式作業機械の表示装置。
【請求項４】
　請求項１又は請求項２に記載のホイール式作業機械の表示装置において、
　前記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定した場合、
前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられていないと判定した場合に前記表示部
に表示されていた前記基本画面中のアワーメータ表示画面を、走行速度表示画面に切り換
えることを特徴とするホイール式作業機械の表示装置。
【請求項５】
　請求項２に記載のホイール式作業機械の表示装置において、
　前記作業表示画面は、吊り作業表示画面であり、
　前記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定した場合、
前記ホイール式作業機械が前記作業状態に切り換えられたと判定した場合に前記表示部に
表示されていた前記吊り作業表示画面中のアワーメータ表示画面を、走行速度表示画面に
切り換えることを特徴とするホイール式作業機械の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホイール式作業機械の表示装置に係り、特に、ホイール式作業機械が非走行
状態から走行状態に切り換えられた場合における表示装置への走行速度表示画面の表示方
式に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホイール式作業機械は、一般道を走行可能な性能を有しているので、道路交通法の規定
により、少なくとも一般道を走行する場合においては、オペレータに走行速度を表示する
ことが義務付けられている。
【０００３】
　近年、建設機械等の作業機械の分野においても、表示装置の電子化が進んでおり、従来
より、作業機械の稼働状態に応じた各種の画面を１つの表示装置上に表示することが行わ
れている。本願出願人は先に、油圧ショベル等の建設機械の運転室内に配置される表示装
置として、表示装置の画面部を複数の領域に分割し、分割された複数の領域のうち１乃至
複数の領域は予め決められた情報を表示するための固定表示領域とし、その他の領域は表
示制御部に入力される情報の中から選択可能な情報が表示される可変表示領域として画面
部に表示するものを提案した（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　この技術をホイール式作業機械に応用すれば、エンジンを始動した状態を表示する基本
画面や吊り作業時の状態を表示する吊り作業表示画面を固定表示領域に表示し、走行速度
表示画面を可変表示領域に表示することにより、基本画面又は作業表示画面に表示される
各種の情報と共に走行速度情報をオペレータに表示することができる。
【特許文献１】特開２００６－０１６９１５号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、かかる表示方式によると、表示部に走行速度表示画面を表示しない状態
においては、可変表示領域がブランクになるので、相対的に固定表示領域が狭くなり、当
該領域に表示される画面が小さく視認しにくいものになりやすい。
【０００６】
　本発明は、かかる従来技術の不備を解決するためになされたものであり、その目的は、
他の表示画面を狭小化することなく走行速度表示画面を表示可能なホイール式作業機械の
表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、前記課題を解決するため、第１に、ホイール式作業機械の運転室に備えられ
、前記ホイール式作業機械の状態を画面表示する表示部と、前記ホイール式作業機械の各
部の状態を検出し、その状態を出力信号として出力する検出部と、前記出力信号を受信し
、受信された前記出力信号に応じて前記表示部に表示される画面を制御する制御部とを備
えたホイール式作業機械の表示装置において、前記検出部は、前記ホイール式作業機械が
走行状態にあるか否か、及び作業状態にあるか否かを検出し、前記制御部は、前記検出部
によって検出される前記ホイール式作業機械の走行状態又は非走行状態並びに作業状態又
は非作業状態に基づき、前記表示部にタコメータ表示画面を含む複数の表示画面を表示す
る基本画面と、前記基本画面に表示される表示画面とは異なる作業状態表示画面を含む複
数の表示画面を表示する作業表示画面とを選択的に表示すると共に、前記表示部に前記基
本画面又は前記作業表示画面が表示されているときに、前記走行状態に切り換えられてい
ないと判定した場合には、前記基本画面又は前記作業表示画面に走行速度表示画面を表示
せず、前記表示部に前記基本画面が表示されているときに、前記走行状態に切り換えられ
たと判定した場合には、前記基本画面に表示されている複数の表示画面のうちの一部を、
それと同種の形式で表示される走行速度表示画面に切り換えるという構成にした。
　また本発明は、第２に、前記構成のホイール式作業機械の表示装置において、前記制御
部は、前記表示部に前記基本画面又は前記作業表示画面が表示されているときに、前記走
行状態に切り換えられていないと判定した場合には、前記基本画面又は前記作業表示画面
に走行速度表示画面を表示せず、前記走行状態に切り換えられたと判定した場合には、前
記基本画面又は前記作業表示画面に表示されている複数の表示画面のうちの一部を、それ
と同種の形式で表示される走行速度表示画面に切り換えるという構成にした。
【０００８】
　かかる構成によると、ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたとき、それまで
表示部に表示されていた画面の一部を走行速度表示画面に切り換えるので、表示部にブラ
ンクができず、必要な情報を表示部に大きく表示することができる。
【０００９】
　また本発明は、前記第１又は第２の構成のホイール式作業機械の表示装置において、前
記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定した場合、前記
ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられていないと判定した場合に前記表示部に表
示されていた前記基本画面中のタコメータ表示画面を、走行速度表示画面に切り換えると
いう構成にした。
【００１０】
　基本画面中のタコメータ表示画面は一般に円周上にエンジン回転数が目盛られた円形メ
ータの形式で表示され、走行速度表示画面も円周上に走行速度が目盛られた円形メータの
形式で表示することができるので、基本画面中のタコメータ表示画面から走行速度表示画
面に切り換えると、画面を構成する各要素（オブジェクト）の変更を少なくすることがで
き、画面の切り換えを円滑かつ違和感なく行うことができる。
【００１１】
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　また本発明は、前記第１又は第２の構成のホイール式作業機械の表示装置において、前
記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定した場合、前記
ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられていないと判定した場合に前記表示部に表
示されていた前記基本画面中のアワーメータ表示画面を、走行速度表示画面に切り換える
という構成にした。
【００１２】
　基本画面中のアワーメータは一般に数字で表示され、走行速度表示画面も数字で表示す
ることができるので、基本画面中のアワーメータから走行速度表示画面に切り換えると、
画面を構成する各要素の変更を少なくすることができ、画面の切り換えを円滑かつ違和感
なく行うことができる。
【００１３】
　また本発明は、前記第２の構成のホイール式作業機械の表示装置において、前記作業表
示画面は、吊り作業表示画面であり、前記制御部は、前記ホイール式作業機械が走行状態
に切り換えられたと判定した場合、前記ホイール式作業機械が前記作業状態に切り換えら
れたと判定した場合に前記表示部に表示されていた前記吊り作業表示画面中のアワーメー
タ表示画面を、走行速度表示画面に切り換えるという構成にした。
【００１４】
　吊り作業表示画面中のアワーメータも一般に数字で表示され、走行速度表示画面も数字
で表示することができるので、吊り作業表示画面中のアワーメータから走行速度表示画面
に切り換えると、画面を構成する各要素の変更を少なくすることができ、画面の切り換え
を円滑かつ違和感なく行うことができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明のホイール式作業機械の表示装置は、制御部がホイール式作業機械は走行状態に
切り換えられていないと判定した場合には、表示部に走行速度表示画面を表示せず、走行
状態に切り換えられたと判定した場合には、表示部に表示されている画面の一部を走行速
度表示画面に切り換えるので、表示部に法令上表示が義務付けられている走行速度表示画
面を表示できると共に、表示部にブランクができず、必要な情報を表示部に大きく表示す
ることができて、表示部の視認性を改善することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明に係るホイール式作業機械の表示装置の実施形態を図１乃至図４に基づい
て説明する。図１は実施形態に係る表示装置の構成図、図２は表示画面の切り換え状態の
第１例を示す説明図、図３は表示画面の切り換え状態の第２例を示す説明図、図４は表示
画面の切り換え状態の第３例を示す説明図である。
【００１７】
　図１に示すように、本例のホイール式作業機械の表示装置は、走行判定部１と、速度検
出部２と、クレーンデータ検出部３と、これら各検出部１，２，３の出力信号を受信する
受信装置４と、アワーメータ５と、前記受信装置４の出力信号及び前記アワーメータ５の
出力信号が入力される主制御部（ＣＰＵ）６と、表示部７と、主制御部からの指令に基づ
いて所要の画像データを生成し、表示部７に表示する画像処理制御装置８と、画像処理制
御装置８にて生成された画像データを記憶する画像データ記憶部９とから主に構成されて
いる。
【００１８】
　走行判定部１は、ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられているか否かを検出す
るもので、例えばホイール式作業機械を走行状態又は非走行状態に切り換えるシフトレバ
ーなどに備えられる。速度検出部２は、ホイール式作業機械の走行速度を検出するもので
、例えばホイール式作業機械の車軸などに備えられる。クレーンデータ検出部３は、ホイ
ール式作業機械がクレーンを用いた吊り作業状態に切り換えられているか否か、クレーン
高さの現在値、クレーン半径の現在値、及び当該クレーンに作用している実荷重などを検
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出するもので、それぞれクレーンの所定の部位に備えられる。本例の表示装置を構成する
その他の装置は、ホイール式作業機械の運転室内に備えられ、そのうち表示部７は、運転
席に搭乗したオペレータが画面を視認できる位置に設置される。
【００１９】
　主制御部６は、受信装置４を介して走行判定部１から入力される走行判定フラグに基づ
いて、ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたか否かを判定する。また、主制御
部６は、受信装置４を介してクレーンデータ検出部３から入力されるクレーンデータに基
づいて、ホイール式作業機械が吊り作業状態に切り換えられたか否かを判定する。ホイー
ル式作業機械が走行状態に切り換えられておらず、かつその運転状態が吊り作業状態に切
り換えられていない場合には、図２（ａ）及び図３（ａ）に示す基本画面１０が表示部７
に表示される。また、ホイール式作業機械が走行状態に切り換えられておらず、かつその
運転状態が吊り作業状態に切り換えられた場合には、図４（ａ）に示す吊り作業表示画面
２０が表示部７に表示される。
【００２０】
　図２（ａ）及び図３（ａ）において、１１はタコメータ表示画面、１２は機体状態表示
画面、１３は作業状態表示画面、１４は水温表示画面、１５は燃料残量表示画面、１６は
現在時刻表示画面、１７はアワーメータ表示画面である。また、図４（ａ）において、２
１は吊り作業状態表示画面、２２はクレーンに作用している実荷重表示画面、２３はクレ
ーンの定格荷重表示画面、２４はクレーン高さ表示画面、２５はクレーン半径表示画面、
２６は作業状態表示画面、２７は水温表示画面、２８は燃料残量表示画面、２９はアワー
メータ表示画面である。これらの図に示すように、ホイール式作業機械が非走行状態にあ
る場合、表示部７には、ホイール式作業機械の走行速度データを示す走行速度表示画面が
表示されない。
【００２１】
　主制御部６によってホイール式作業機械が非走行状態から走行状態に切り換えられたと
判定されたとき、主制御部６は、画像処理制御装置８に、走行速度表示画面を生成して表
示部７上に表示されている所定の画面を走行速度表示画面に切り換える指令を発する。画
像処理制御装置８は、当該指令に応じて走行速度表示画面の生成と表示部７への表示とを
行う。また、画像処理制御装置８にて生成された走行速度表示画面は、画像データ記憶部
９に記憶される。
【００２２】
　図２は、ホイール式作業機械が非走行状態にあり、かつその稼働状態が吊り作業状態に
ない状態から、主制御部６によりホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定
された場合における表示部７に表示される画面の変化の第１例を示す図であって、図２（
ａ）と図２（ｂ）との比較から明らかなように、本例においては、基本画面１０中のタコ
メータ表示画面１１が、これと同種の円形メータの形式で表示された走行速度表示画面３
０Ａに切り換えられている。基本画面１０中のタコメータ表示画面１１は、図２（ａ）に
示すように、一般に円周上にエンジン回転数が目盛られた円形メータの形式で表示され、
走行速度表示画面３０も図２（ｂ）に示すように円周上に走行速度が目盛られた円形メー
タの形式で表示することができるので、本例の場合、表示画面を切り換える際の各要素（
オブジェクト）の変更を最小限にすることができ、画面の切り換えを円滑かつ違和感なく
行うことができる。
【００２３】
　図３は、ホイール式作業機械が非走行状態にあり、かつその稼働状態が吊り作業状態に
ない状態から、主制御部６によりホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定
された場合における表示部７に表示される画面の変化の第２例を示す図であって、図３（
ａ）と図３（ｂ）との比較から明らかなように、本例においては、基本画面１０中のアワ
ーメータ表示画面１７が、これと同種の数字の形式で表示された走行速度表示画面３０Ｂ
に切り換えられている。基本画面１０中のアワーメータ表示画面１７は、図３（ａ）に示
すように、一般に数字の形式で表示され、走行速度表示画面３０Ｂも図３（ｂ）に示すよ
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うに数字の形式で表示することができるので、本例の場合も第１例と同様に、画面の切り
換えを円滑かつ違和感なく行うことができる。
【００２４】
　図４は、ホイール式作業機械が非走行状態にあり、かつその稼働状態が吊り作業状態に
ある状態から、主制御部６によりホイール式作業機械が走行状態に切り換えられたと判定
された場合における表示部７に表示される画面の変化の第３例を示す図であって、図４（
ａ）と図４（ｂ）との比較から明らかなように、本例においては、吊り作業表示画面２０
中のアワーメータ表示画面２９が、これと同種の数字の形式で表示された走行速度表示画
面３０Ｃに切り換えられている。吊り作業表示画面２０中のアワーメータ表示画面２９は
、図４（ａ）に示すように、一般に数字の形式で表示され、走行速度表示画面３０Ｃも図
４（ｂ）に示すように数字の形式で表示することができるので、本例の場合も第１例と同
様に、画面の切り換えを円滑かつ違和感なく行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】実施形態に係る表示装置の構成図である。
【図２】表示画面の切り換え状態の第１例を示す説明図である。
【図３】表示画面の切り換え状態の第２例を示す説明図である。
【図４】表示画面の切り換え状態の第３例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２６】
　１，２，３　　検出部
　６　　主制御部（ＣＰＵ）
　７　　表示部
　８　　画像処理制御装置
　１０　　基本画面
　１１　　タコメータ表示画面
　１７　　アワーメータ表示画面
　２０　　吊り作業表示画面
　２９　　アワーメータ表示画面
　３０Ａ，３０Ｂ，３０Ｃ　　走行速度表示画面
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